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１ バナナといえば台湾 

 
バナナは、今や日本人の食生活に欠かすことができない果物である。消化がよいのでマラソンのと

きの補助食等、アスリートにも愛されている手軽な果物であるが、甘くておいしいバナナは、かつては

高級果物の象徴であった。バナナは「風邪をひいて寝込まないと食べられない」「黄色いダイヤ」とい
われるくらい貴重で高価 1)な果物で、東北地方の出稼ぎ者がバナナを土産に帰省するという時代もあ

った。今ではむしろバナナは安い果物として親しまれているが、日本人にとって特別な存在である。今

日、日本の生鮮果実輸入量の約 6 割を占め 2)、20 世紀を通じて日本人の食生活に定着したバナナであ
るが、その原点は台湾にある。 

北回帰線を挟んで北部が亜熱帯、南部が熱帯に属する
台湾は、恵まれた気候を利用し、熱帯果実の生産が盛ん

である（古関 2020）。観光などで台湾を訪れた人の中に
は、台湾の果物を食したことがある人も多いだろう（写

真 1）。バナナやマンゴー、パパイヤ、パイナップル、グ

アバ、ライチ、リュウガン、レンブなど熱帯果実の種類も
豊富である。中でも、バナナは台湾を代表する果物の一

つで、戦後は外貨を稼ぐ重要な輸出用産品でもあり、日
本市場と独自の結びつきを維持してきた（Koseki 2006）。

日本と台湾との関係を考える際に、バナナが一つの重要

な鍵となる。 
今日、日本のバナナ市場では、産地による競争だけで

はなく、同じ産地でもこだわりや食味の違いによるバナ
ナが現れ、バナナのカテゴリーが細分化されている（古

関 2017）。このことは、バナナに貼られているシールか
らもうかがい知ることができる（写真 2）。2018 年現在、

台湾バナナの日本市場でのシェアは、1％にも満たない

 （財務省貿易統計による）。しかし、戦前から戦後の 1970
年頃までは台湾バナナが大半を占めていた（図 1）。なぜ

日本人は安価なフィリピン産バナナを大量に消費するこ
とになったのだろうか。本章では、バナナをテーマに台

湾と日本、世界について考えてみよう。 
 
 

写真１ 台湾のマンゴーかき氷 

（2013 年 8 月，著者撮影） 

 

写真２ バナナのシール 

（フィリピン産（上），エクアドル 

産（右下），台湾バナナ（左下）） 
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図１ 日本市場における台湾バナナの割合の推移 

（財務省『貿易統計』により作成） 

 
２ 植民地による商業的バナナ産業の始まり 

  
台湾では、バナナは台湾西部と北部地域において自給的に栽培されていたが、1895 年に日本による

統治が始まると、バナナの商業的生産と市場での販売が行われるようになった。1903 年（明治 36 年）

に大阪商船会社基隆支店に勤める都島金次郎によって、初めて台湾バナナが商品として神戸へ移出さ
れた（若槻 1976）。この成功を契機として、冬に比較的寒くなる台湾北部ではなく、集集（現在の南

投県）を中心とした中部地域で商業的バナナ栽培が行われるようになり、1910 年頃までには、台湾中

部は台湾を代表するバナナの生産地域となった（図 2）。日本への移出および輸出向けバナナの産地と
して大きな役割を果たすようになった。 

バナナの叩き売りの唄にも「生まれは台湾台中の阿里山麓の片田舎、現地の娘に見染められポット
色気のさすうちに、国定忠治じゃないけれど 1 房 2 房もぎとられ、唐丸籠につめられて阿里山麓をあ

とにして、ガタゴトお汽車にゆすられて着いたところが基隆港」という口上があり、バナナが台湾中部

でつくられ基隆港から船積みされていたことがわかる（図 3）。バナナの叩き売りは、もともと竹籠
 （48 ㎏詰め）で輸送されたバナナの中で傷んだものを安く売るために行われたのが始まりで、北九州の

門司で初めて行われたことから、門司は「バナナの叩き売りの発祥の地」と呼ばれている（写真 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                     写真３ 門司港のバナナの叩き売り 

図２ 台湾のバナナ生産地域                         （2009 年９月，高畑幸撮影）  
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図３ バナナの叩き売りの口上（神戸洋行の長谷川弘道氏提供） 

 
当時の船は通風船（換気設備のある船）であったため 3)、バナナを最短距離で輸送する必要があっ

た。地理的に台湾に近い門司港は重要な中継港でもあったため、大量にバナナが荷揚げされるように

なった。竹籠で輸送されていたため、バナナが傷つきやすかった上に現在のような冷蔵船ではなかっ

たため、輸送中に熟してしまったバナナ（籠熟バナナ）や、追熟加工によって不良品となったものをい
ち早く売りさばき換金した。 

1908 年に基隆―高雄間の縦貫鉄道が開通し、1921 年に二水で縦貫鉄道と接続する集集線が開通し
たことによって、集集は輸出港である基隆港や高雄港まで鉄道で直接結ばれ、バナナの輸送手段が確

立した。集集線はもともと水里（日月潭）にある大観発電所建設のための資材運搬用として 1919 年に

建設が始まった鉄道であるが、資材運搬の帰りおよび大観発電所の完成後は、日本へ移出するための
水里のヒノキとバナナの運搬に利用された。収穫の最盛期には夜にバナナを載せた専用列車が走るこ

ともあった。集集では、バナナの需要が増加するにつれ、山地斜面を切り開いてバナナを栽培するよう
になった。 

バナナの取引および移・輸出に携わる青果物同業組合が各地に形成された。台灣省青果運銷合作社
 （1985）に基づいて、その概要を説明してみよう。 

台湾總督府は 1914 年に台湾重要物産同業組合法を公布し、それ以前の生産者と仲買人による自由な

売買から、生産者と仲買人が組合を通して行う売買へと組織づくりを促した。これによって、1915 年
に中部台湾青果物移出同業組合が設立された。しかし、この組織に参加したのは移出業を行う仲買人

57 名で、生産者は加わらなかった。仲買人が結束したことによって、仲買人の間の競争が減少したた
め、バナナの買い取り価格が低下し、生産者は不利な立場に置かれるようになった。 

1924 年、中部台湾青果物移出同業組合は平地でバナナ 1 甲（約 1ha）以上、山地でバナナ 3 甲（約

3ha）以上栽培している生産者の加入を認め、1925 年には台中州青果同業組合と改称した。このよう
に台湾中部において最も早く同業組合がつくられていたということは、日本統治時代、台湾中部が早
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くからの移・輸出向けバナナの産地であったことを示している。 
台湾中部におけるバナナ生産の発展に追随する形で、中部に比べ気温が高くバナナ栽培に適した条

件を備えた南部でも、1920 年頃からバナナ栽培が盛んになった。上述の台灣省青果運銷合作社（1985）
によると、移・輸出業者と生産者によって、1924 年に高雄州青果同業組合が、1925 年には台南州青果

同業組合が設立された。 
上記三州の青果同業組合の成立後、台湾總督府は台湾全島のバナナ産地の集荷および輸送業務の統

括を図るため行政指導を行い、新たに設立された台湾青果同業組合聯合會は、1926 年 1 月に業務を開
始した。總督府の命令により、台中州知事であった本山文平が台湾青果同業組合聯合會組長を兼任し

た（台灣省青果運銷合作社 1985）。 
これに先立ち、1924 年 12 月には日本（内地）への移出のより一層の発展を図るため、台湾青果株

式会社（以下、台湾青果会社という）が設立された。本社は台中市に置かれ、社長は高田元治郎、当時

の金額で資本金 150 万円、総株数 3 万株であった。3 万株のうち、日本側（移入業者、すなわち仲買
人）が 6,000 株を、台湾側（同業組合、移・輸出業者および生産者）が 2 万 4,000 株を保有した。台

湾側の株式は、台中地区に 1 万 7,000 株、台南および高雄地区にそれぞれ 3,500 株ずつ配分された。

その後、移・輸出業者は撤退し、株式を各同業組合および聯合會に譲渡したので、台湾青果会社の最大
の株主は 3 つの同業組合とその聯合會となった（台灣省青果運銷合作社 1985）。 

台湾青果会社は、委託販売制度の拡充と販路拡大に務めた。販売したバナナの集金の安全と最大の
取引利益を確保することを目的とし、1925 年に日本（内地）各地に仲買人とバナナ問屋からなる荷受

組合ができた。台湾青果会社は荷受組合に委託販売したバナナの糶市場すなわち、バナナの競買市場
を経営させた（台灣省青果運銷合作社 1985）。当初は浜相場がなく、糶市場ではじめて価格がつけら

れた。   
販路については、日本（内地）の各港のほか、当時、日本の統治下であった朝鮮の釜山・仁川・漢城

 （ソウル）・平壌・新義洲・安東、満州国の大連・奉天・哈爾浜、中華民国の北京・天津・上海・南京

・福州・厦門および香港などにも達した。それらの地区では、最有力の問屋を代理店に指定し、指定価
格で販売させる制度をとり、これは指定代理商制と呼ばれた（台灣省青果運銷合作社 1985）。なお、

第二次世界大戦が始まると、貨物船が日本政府によって徴用されるようになり、生鮮バナナの輸送が

困難になった。このとき、バナナを乾燥させて輸送する方法がとられ、干バナナがつくられるようにな
った。 

 
３ 存続するバナナ産業と日本市場 

 
戦後の日台間のバナナ貿易と日本のバナナ市場についてみていく。日本統治時代にバナナの集荷・

選別・包装・輸送などの流通システムがある程度整備されたため、第二次世界大戦後も植民地時代のバ

ナナ生産とこれらの流通システムが維持され、台湾中部を中心とした生産地域から、日本へのバナナ
の輸出が継続した。1963 年（昭和 38 年）に日本政府がバナナの輸入自由化をするまで、台湾バナナ

は日本市場を独占した（図 1）。 
1950～1960 年代後半までの時期は、台湾バナナの黄金期と呼ばれている（写真 4）。この時期、バナ

ナは儲かる魅力的な作物であり、酒場では正装している男性よりも黒く汚れた服を着ている男性の方が、

しかも服が汚れているほど女性にもてたという。バナナを収穫する際に切り口から出る透明な樹液が服
につくと黒く変色し、洗濯しても落ちなくなるためであり、黒く汚れた服は金持ちの象徴であった。 
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写真４ 高雄港のバナナ専用船（左）と船積みされるバナナ（右）（1963 年） 

（香蕉故事館にて 2013 年９月，著者撮影） 

 
1965 年 7 月、高雄港に輸出向けバナナの定温倉庫「香蕉冷気庫」が完成した。日本統治時代から

1973 年までは基隆港あるいは高雄港からバナナが日本へ輸出されていたが、香蕉冷気庫の完成に伴
い、また、台湾中部におけるバナナの生産量が減少し、基隆港から専用船で輸出できるだけのまとまっ

た数量が集まらなくなったことから基隆港が廃止され、1974年からはバナナの輸出港が高雄港のみに
なった。 
台湾バナナの輸出が全面的に高雄港からになると、日本市場での他国産バナナとの厳しい競争を背

景に、輸出港に近く輸送コストの面で有利な南部の高雄県旗山鎮（現在の高雄市旗山区）が、日本への

輸出向けバナナの主要な産地となった。現在では、パナマ病 4)による被害が深刻である高雄市よりも南

に位置する屏東県が主要なバナナ生産地域となっている（図 2）。屏東県には、国内最大規模の農業企
業である台湾糖業股份有限公司の土地が豊富にあり、輸出用バナナの栽培は、製糖会社の土地を利用

しても行われている。 
1963 年に日本でバナナ輸入が自由化されると、輸

入量が急増した。それまでは台湾からのバナナ輸入が

主流であったが、1970 年代からはエクアドル産のバ
ナナが多く輸入されるようになった。エクアドルは日

本から見ると地球の反対側に位置し、輸送に時間とコ
ストがかかる。そのため、日本により近くてバナナが

栽培できる場所として、フィリピンの特にミンダナオ
島で大規模農園の開発が行われた（写真 5）。アメリ
カ合衆国の多国籍アグリビジネスのキャッスル・アン

ド・クック社（ドール社）、チキータ社、デルモンテ
社が日本のバナナ市場の将来性に注目し、フィリピン

でのバナナ生産を開始した 5)。フィリピンはアメリカ
合衆国の植民地を約 50年経験し、スペイン時代にフィリピンでは財閥がサトウキビやココナッツ等の
プランテーション栽培を行っていた。そうした大土地所有と大規模農園栽培の歴史があり、プランテ

ーションを展開してバナナ栽培を行える環境があったことが進出の背景にあると思われる。この 3 社
に日本のスミフルを加えた大手 4社がフィリピンから日本に輸出されるバナナの多くを占めている。 

写真５ ミンダナオ島の大規模バナナ園 
（2009 年７月，高畑幸撮影） 
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写真４ 高雄港のバナナ専用船（左）と船積みされるバナナ（右）（1963 年） 

（香蕉故事館にて 2013 年９月，著者撮影） 
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日本におけるバナナの輸入量は、2018 年現在、1,002,849ｔでフィリピン産が 83.6％、エクアドル

産が 11％を占め、台湾バナナが 0.17％である（財務省貿易統計による）。2018 年の総務省家計調査
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バナナ約 47～50 本（１本の重量を 160～170ｇで計算）に相当する。つまり、1 人がほぼ毎週バナナ

1 本を食べているということになる。手で簡単に皮をむいて食べられる便利さと、従来、スーパーでの
房売りが基本であったが、コンビニエンスストアなどですぐに全部を食べきることができる 1 本売り

の販売が定着していることからも、消費の増加傾向をうかがい知ることができる。 
バナナは追熟加工を必要とする果物であるため、輸入後、加工という工程を経なければ、販売するこ

とができない。日本の伝統的なバナナ流通では、輸入業者が加工業者や加工施設を備えた青果市場内

の卸売業者（荷受会社）に青バナナを販売し、追熟加工されたバナナが小売業者、あるいは競りによっ
て仲買人から小売業者へと売り渡されてきた。台湾バナナの場合、この流通形態が主流である。 

一方、フィリピン産の場合は、大手のバナナ企業が加工・流通・販売を行っている。日本市場で垂直

統合を進め、それを経営戦略としている。バナナの所有権が移行してきた台湾バナナとフィリピン産
との大きな差異である。 

このことは、輸送システムの違いにも現れる。フィリピン産の場合、企業内で生産から加工、流通が
行われるので、現地のパッキングハウスで箱詰後、パレットに積み、補強材等を使用しパレットとバナ

ナの箱が一体化され輸出され
る。日本においてもこの状態で

輸送される（一貫パレチゼーシ

ョン）（写真 6）。手間が省け
るだけではなく、輸送中のバナ

ナへのダメージも軽減できる。
台湾バナナの場合は、日本の港

に着いてから 1 箱ずつコンテ

ナから下し、加工業者から小売
業者に納品されるまでに何度

も手作業による荷積み・荷下ろ
しが行われる（写真 7）。また、

価格形成においても、フィリピ
ン産では小売価格からの価格

形成やコストの調整を行うこ

とができるのに対し、台湾バナ
ナでは伝統的な取引や流通に

よって産地から価格が形成さ
れていく。買い手市場で川下主

導で価格決定が行われる日本

のバナナ市場で、売り手市場で
あった頃の価格形成は時代に

写真６ ドールの輸送システム（2014 年３月，著者撮影） 

写真７ 台湾バナナの輸送システム（2014 年３月，著者撮影） 
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適さなくなった。 
バナナの追熟加工は、以前は「地下むろ」で行われていた。青バナナを黄色いバナナに加工すること

を「色付け」といい、バナナに色付けをする人は「バナナの色付け師」と呼ばれ、職人としての技が求
められる職業であった。地下むろでは、都市ガスをむろ

内で燃焼させ温度を上昇させ、バナナ自体から生成され
るエチレンガスを利用して追熟を行うため、加工作業で

はガス爆発や酸欠による事故なども起こった。バナナ輸
入が自由化され、バナナが竹籠からダンボール箱による

輸送が行われるようになった頃から、「地上のむろ（お

かむろ）」による追熟加工に移行し始めていく。フィリ
ピン産バナナの輸入を手掛けるアグリビジネスなどは、

専用の加工施設を所有している（写真 8）。日本のバナ
ナ市場が多国籍アグリビジネスの影響を受けて大きく

変化する中で、台湾のバナナ産業が日本で一定の市場を

確立するためには、生産・流通の面でさまざまな工夫が
必要である。 

 
４ 繁栄したバナナ産業の記憶 

 
台湾バナナを輸出さえすれば、輸入さえすれば儲かるという時代は過ぎ去った。それでも台湾は、日

本へのバナナ輸出にこだわっている。台湾にとって、日本は台湾バナナに対する知名度を活かした販

売が期待できる唯一の市場だからである。日本との歴史的な結びつきを重視した輸出戦略が続いてい
る。 
バナナの商品化と消費がグローバル化した背景には、熱帯・亜熱帯地域の植民地化と、欧米の多国籍

アグリビジネスによる主導的な役割が存在する。日本でのバナナ消費をみると、そのことは容易に理

解できるだろう。バナナは熱帯や亜熱帯地域で自給作物として、幅広く栽培され消費されているが、同

時に世界の特定の地域においては、特定の消費市場向けに生産される商品作物でもある。 
日本の植民地となり展開されてきた台湾のバナナ産業は、今日でも台湾と日本の双方でかつて繁栄

した時代の名残をとどめている。最も早く商業的バナナ栽培が行われた台湾の伝統的バナナ産地であ
る集集には、その歴史を伝える「集集山蕉歴史文化館」がある（写真 9）。山地の斜面で栽培される集
集のバナナは、日本統治時代に天皇陛下にも献上されたことがある特に高品質のバナナで、日本でも
高値がついていた 7)。台湾バナナの発祥の地と称されている集集産のバナナは、台湾国内でも有名であ

る。バナナの輸送を担った集集線で旅行していると、日本統治時代を偲ばせるようなレトロな駅舎を

目にすることができる（写真 10）。 
戦後、日本へのバナナ輸出で重要な役割を果たした高雄港には、1963年に輸出用バナナを保管する
ために、風通しをよくした２階建ての倉庫（香蕉棚）が建設された（写真 11）。しかし、バナナ輸出
の減少とともに使用されなくなっていた。2010年に文化的・歴史的観点からその価値が認められ、「香
蕉碼頭（バナナ埠頭）」として整備された（写真 12）。そこには「香蕉故事館（バナナ物語館）」が
あり、日本統治時代からのバナナ産業の歴史を理解することができる。 

 

写真８ 専用の加工施設 

（2014 年３月，著者撮影） 
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台湾の日本市場向けバナナ産業は、完全に消滅してしまったわけではない。台湾を旅行するとき、バ

ナナ産業の足跡をたどり、日本と台湾の歴史的な関係性に触れ、地域を理解するきっかけにしてみて

はいかがだろうか。そして、産地ごとに食味が異なり、標高によっても品質が異なるバナナを食すると

き、バナナの栽培歴史やバナナ栽培にかけた人々に思いを馳せて味わってみてはいかがだろう。台湾
の甘い果物で日本人が最初に魅了された台湾バナナは、台湾に行って食べる時代なのかもしれない。 

 
 【註】 
1) 1954 年（昭和 29 年）当時、大卒の国家公務員の初任給が 8,700 円で、そば（もり・かけ）の値段が

25～30 円（週刊朝日 1988）であったが、バナナは１㎏当たり（約 6 本）227 円であった（台湾生鮮

バナナ輸入協議会での聞き取りによる）。バナナ１本では約 38 円と、とても高価な果物であった。 
2) 財務省『貿易統計』によると、2018 年における日本の生鮮果実輸入量は約 170 万ｔで、そのうちバ

ナナが 100 万 2,849ｔ（59％）、パイナップルが 15 万 8,993ｔ（9.4％）、キウイフルーツが 10 万

6,082ｔ（6.2％）であった。 
3) 現在は冷蔵船が使用されているが、1951 年までは台湾バナナはすべて通風船での輸送であった。 
4) パナマ病は、バナナの葉が黄色になり、やがてバナナの木自体が枯れる病気で、1880 年代末にパナマ

で最初に発生したことから、パナマ病と呼ばれている。台湾では、1980 年代以降パナマ病による被害

が深刻である。 

写真９ 集集山蕉歴史文化館                            写真 10 記憶に残る趣のある駅舎 

（2014 年８月，著者撮影）                              （2014 年８月，著者撮影） 

写真 11 輸出用バナナの倉庫（香蕉棚）                      写真 12 整備されたバナナ埠頭 

（香蕉故事館にて 2013 年９月，著者撮影）                       （2019 年３月，著者撮影） 
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5) アメリカ合衆国の多国籍アグリビジネスによるフィリピンでのバナナ生産については野沢（2012）が

詳しい。 
6) 2018 年のバナナの輸入量を当該年の総人口である１億 2,644 万人で割った値である。 
7) 天皇陛下にも献上された集集産のバナナは、竹籠に「千」という文字が記されており、この文字が献

上バナナの郷を示す重要な意味をもった。 
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